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とても満足 まあ満足 やや不満 とても不満
31名 ４名 ０名 ０名
出席率80％以上の受講者に終了証明書を交付。本講座は参加大学の正規単位として認定された。
ベーシックコースは，その前身事業も含めて10年の実績があり，ノウハウもある程度確立されて
いる。また，いままでに，ウズベキスタン国内の大学や博物館に考古学・保存修復の専門家として
人材を輩出しており，ウズベク側にも本ワークショップが認知されてきている。今回は，本ワーク
ショップの評判を聞き及んで，テルメズ大学の学生が自費で参加するほどであった。
ウズベク側も本ワークショップの重要性を理解しはじめ，パートナーとして積極的に参画する意
志を示すようになってきている。その現れとして，平山郁夫国際文化のキャラバンサライ側から，
カンカ遺跡を調査し，発掘実習を行い，さらにその出土遺物を整理･保存修復して展示するという
考古学の一連の流れを全て網羅したワークショップを提案されている。この提案では，以前のよう
に経費の全てを日本側に求めるものではなく，「ウズベク側も出せるものは出す」という態度に変
わってきており，パートナーとして本事業に積極的に参加し，経費や責任も次第に負担してもらえ
るようになってきている。すくなくとも，平山郁夫国際文化のキャラバンサライにおいては，日本
側にお金や機材を要求する段階から，事業の重要性を認識し，一定の責任を果たそうとする，次の
ステージへと進んで来ている状態である。
なお，カンカ遺跡は，玄奘三蔵も立ち寄り，『大唐西域記』「石国」と記した，旧タシュケントに
比定された遺跡であり，ウズベク側だけではなく，シルクロードを通じて仏教や西欧的文化を受容
した日本にとっても，特に重要な遺跡の一つである。
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反省事項
今回の問題点は，ウズベキスタン芸術アカデミーが事務的な手続きミスにより，大学側へ本ワー
クショップへの参加要請が遅れた点である。この原因は，前芸術アカデミー総裁が６月に文化･ス
ポーツ省大臣に昇格したことにより，芸術アカデミー総裁の地位が空白で，指揮命令系統が十分に
機能していなかったという，ウズベク側の組織の問題であった。次回までには，新芸術アカデミー
総裁も決定するであろうから，組織も落ち着いて，指揮命令系統も機能し始めると思われる。
３．全体としての評価
今回，ベーシックコースとプロフェッショナルコースという２段階のワークショップを実施する
ことが出来るようになった。このことにより，考古学・保存修復学の基礎教育から実践教育まで，
大枠としての体系的プログラムを確立できたと考えている。
ベーシックコースは，毎年，50人～60人程度の学生が受講してくれており，考古学・保存修復
学の道を歩むものばかりではなく，それぞれいろいろな方面に進むことになる。彼らは本ワークシ
ョップに参加したことにより，考古学・保存修復学に対する理解を深める事になったばかりではな
く，日本や日本人に対して理解を示し，親近感を持って，各方面で「日本のサポーター」となって
くれている。
プロフェッショナルコースにおいては，文字通り保存修復学の専門家を実践的に育成するもの
で，数年以内にその成果が現れてくるものであり，即効性のある国際貢献ということができよう。
各国には，それぞれの歴史があり，民族のプライドがある。いくら先進の技術や学問を持て技術
移転しようとしても，受け入れ国側の技術的・経済的・文化的レベルが対応していなければ，いわ
ゆる「猫に小判」という状態になる。さらに，受け入れ先の国の人びとの感情やプライドを逆撫で
しては日本に対する反感を買い，逆効果である。海外貢献を考える場合，もっとも注意しなければ
ならないことは，相手方の歴史的・文化的背景を理解し，状況を把握して，相手方に見合った貢献
の仕方をすることであろう。ワークショップなどの場合，双方の国の研究者が同等の立場で学生に
教えることによって，お互い尊敬しあえる関係をつくることが重要である。特に多民族国家で，数
カ国語が日常的に使われている国においては細心の注意が必要である。
本事業に限らず，ワークショップや海外調査などは，資金の調達が最も大きな課題である。資金
調達が出来れば，事業は50％以上成功したといえよう。今回は，国際交流基金の本体事業としてい
ただいたおかげで，また，文化財保護・芸術研究助成財団から助成を受けられたこともあり，比較
的スムーズに事業を進めることができた。日本から派遣された隊員の生活面に関しても，今回はホ
テルに宿泊することができ，アパートでプライバシーもない不自由な共同生活を送っていた，それ
以前とは比較にならないほど充実したものとなった。しかし，数年間の国際交流基金の約束はある
ものの，長期的に見ると､ 資金調達に関しては不安定で，不明確である。教育活動という事業の性
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格上，長期的視野に立った，資金的支援を望みたいし，また，そのような支援体制が日本に確立さ
れることを望みたい。資金調達のめどが立たず，短期で事業を終了してしまうのでは，教育的効果
が上がらず，相手国に対して無責任な結果となり，日本側の自己満足のための事業となってしまい
かねない。
四．今後の展望
観光が大きな収入源となっているウズベキスタンでは，文化財に対する意識もしだいに高くなっ
ている。しかし，その保存技術や理論は，まだ未熟である。今後，文化財の保存修復・考古学的技
術・理論に対する欲求は高まってくることは明確である。しかし，文化財の保存修復・考古学調査
などに当たって，外国からの輸入にたよる高価な材料と高価な器具でしか調査・修復ができないの
であれば，現地では根付くことはなく，海外の資本･技術に頼りっきりになってしまう。現地の事
情に即した，調査･修復の技術を確立し，ワークショップとして伝達していくことが急務であろう。
ウズベキスタン側からは，本件事業を今後も継続して行うことを強く望まれている。さらには，
タシュケントだけではなく，ウズベキスタン第２・第３の都市である，サマルカンドやテルメズでも
本事業をやってほしいという要望をうけている。
ウズベキスタンに限らず，周辺の中央アジア諸国からも，本ワークショップに各国の研修生を受
け入れるか，もしくは同等の事業を各国で行うように要望されており，今後，中央アジア各国に本
事業を拡大出来ればと考えている。本事業を中央アジア各国に広げた場合，各国の社会事情や民族
意識に注意して，その国の事情にあったカリキュラムを用意する必要がある。
本事業は，将来的には，大統領選出国会議員で，著名な歴史学者である，ルトベラーゼ博士など，
ウズベキスタン共和国側から，その設立を強く要請されている，仮称シルクロード文化財保存修復
研究センターの設立を目指している。
仮称シルクロード文化財保存修復研究センターとは，平山郁夫先生が志向された文化遺産の保護
という，日本の国際貢献の形の一つであり，中央アジア各国の文化遺産保存修復を行いつつ，日本
の優れた専門技術の移転と人材育成をおこなう恒久的な教育機関である。
この機関を，文化遺産国際協力コンソーシアムの前田耕作先生や東京文化財研究所の山内和也氏
が，タシュケントに設立しようと実現化を目指しており，本事業は，この仮称シルクロード文化財
保存修復研究センター構想の基礎となるべく，今後もその活動を行っていきたい。
おわりに
教育は，長い年月をかけて，はじめて成果が現れる。しかし，一度その成果が現れると，それま
でにかけた年月や労力の何十倍もの成果が期待できる。10年前，本事業の前進に参加した学生が，
やっと社会的地位を持ち始め，歴史博物館副館長や芸術学研究所研究員となって，日本隊の行う各
種事業に協力してくれるようになってきたところである。このように，本ワークショップはようや
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っとその成果が実を結び始めたところであり，今後も継続することによって，さらに大きな成果が
上げられる状態になってきたといえる。さらに，次の10年ではウズベキスタンの考古学・保存修復
研究者のほとんどが，何らかの形で日本からその技術・理論を学んだことになり，「ウズベキスタ
ン共和国の考古学および文化遺産保存修復学は日本から学んだ」と伝えられるようになると思われ
る。また，その技術で修復された遺跡･遺物が，ウズベキスタン国内で多く見ることができるよう
になり，ウズベク国内の人はもとより，観光で訪れた多くの外国の人びとにも日本の国際貢献の成
果をアピールできるようになろう。このように，教育的な国際貢献とは，「継続して行うこと」に
よって大きな成果を生むことになるのである。そのためにも，仮称シルクロード文化財保存修復研
究センター構想と，その実現は，これからの日本の文化的国際貢献のあり方の指針となるものと考
えている。
本稿は2011年11月22日に行われた，文化遺産国際協力コンソーシアム　中央アジア･東アジア分
科会での発表をもとに文書化したものである。
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